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～公益財団法人設立５周年を目指し、さらに新しい意欲をもって～ 

  ２０１４年３月２０日、内閣府の公益財団法人の認定を受け同年４月１日「公益財団法人国際水
泳殿堂・アジア」の法人登記を完了し、公益財団として公益事業を開始しました。
　当財団の公益事業は定款に定められた公益事業１２項目であり、１.展示場ABの開設をはじ
め、年間のスケジュールは急務でした。主要事業の「シンポジウム」「顕彰・表彰式」と同時開催の
会員懇親昼食会も盛況を極めています。講師の選定、顕彰受賞者の選出についても関係各位か
ら高い評価をいただいています。主目的である「水泳の啓発・普及を目指して」に、いささかな貢献
ができたかと自負いたしております。
　本年度は内閣府の「立入り検査」も終え、新しい意欲を持って邁進してまいります。極めて厳し

い条件の中で、目的事業が達成できたのは、当財団の主旨に快くご賛同いただき、ご協力いただきました寄附・賛助会員並び
に篤志家の方々のご助力の賜です。
　旧財団法人愛知国際水泳殿堂・アジアから公益財団法人国際水泳殿堂・アジアはその組織を大幅に縮小しました。４１名
の役員が１５名になりました。（評議員２４名が８名、理事１５名が５名、監事は２名）。大変な戦力低下です。しかし、この１５名の
役員は舎人代表理事のもと結束し、公益財団法人としての使命を果たすべく、全力を傾注しています。同時に、当財団にご協
力いただく各位で推薦委員会を組織していただき、寄附・賛助会員獲得、公益事業の推進、サポート等をいただいております
事はこの上ない力です。
　当財団は１.水泳の大切さ、２.水泳の面白さ、３.水泳の効果を説き、「小さく、ゆっくり」夢に向かっていきます。
　今年度ご協力、ご助力いただきました皆様はもとより、是非、ご家族、ご友人、知己の方々へのご情宣をお願い申し上げます。
　ご協力、ご支援に心から感謝申し上げますと共に、次年度（２０１８年４月から）も変わらぬご助力を心から重ねてお願い申し
上げます。

※当財団は内閣府から税法上の優遇措置「所得控除・税額控除」の優遇を受けています。ご活用下さい。

2017年度　公益事業報告
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第５回　　５月２９日（日）スポーツクラブケーニーズ・蟹江
第６回　１１月２３日（祭）スポーツクラブコパン・緑

は「シンポジウム」「顕彰・表彰」のページに

７月２５日（月）～２９日（金）　旭南小学校プール
８月　１日（火）～　５日（金）　師崎小学校プール

水泳界発展のための助成
水泳界振興のための助成　水泳大会の助成　地域振興のための助成　指導力向上のための助成
A
B

財団の基本情報 役　員

名　　　称：公益財団法人  国際水泳殿堂・アジア
設　立　日：1 9 9 2年（平成  4年）8月1 9日
移　行　日：2 0 1 4 年（平成 2 6年）4月  1日
代　表　者：代表理事　舎人　経昭
基 本 財 産：14 8 , 0 0 0 , 0 0 0円
その他財産：    8 6 , 0 0 0 , 0 0 0円
本　　　部：〒464 - 0095 名古屋市千種区天満通1-46

2018.3.31



～公益財団法人 国際水泳殿堂・アジアが目指すもの～

～水泳の啓発　普及～

啓発とは知識を与え広めていく、普及とは一般の人々に広く行き渡らせる

　早いもので、公益財団法人としての活動を始めてから、４年が経過します。
　日本のスポーツ界の競技者人口は、社会現象、少子化により将来大変な問題を抱えてくると考えられます。
　各競技団体は選手の登録によりその基盤を確立してきましたが人口の減少は各競技の今後の育成に影響してくると
思われます。多くの競技団体はその影響を受けるでしょう。
　2020年の東京オリンピック開催は当面の危機を救う大きな好材料となりました。
　現在の人間社会は非常に多様化しており、文化、芸術、スポーツの幅が広く単一競技に集中していく次世代の子供達
が少ないのです。
　近年、各競技団体は啓発、啓蒙のために、著名選手などによる導入指導の道を探っています。
　例えば水泳界においても、一時隆盛を極めたスイミングスクールが全国的に減少し、加えて存続するもスポーツクラブも、
中にはプールを持たないスポーツクラブ・成人向きへの転換がみられます。
　当財団は設立の趣旨“水泳の啓発、普及”を目指します。
　現在、水泳に関わっている方々に加え、水泳にまったく興味のなかった人々に対する情宣です。
　前述の2020年、東京オリンピックはまさに救世主です。
　会報、ＨＰ、展示場、タイムトライアル、無料水泳教室、「シンポジウム」などを通じ水泳の魅力、“水泳と健康”幼児期のベ
ストスポーツを折りを見て紹介してまいります。
　2014年にスタートした「シンポジウム」の講師の先生方は当財団の発展に素晴らしい講演内容をもって会員、参加者に
大きな夢を与えていただきました。
　同時に行います顕彰・受賞者の選考に対しても、関係者から高い評価を受けました。多くの方々のご協力のもと201８年
度も目標に向け邁進してまいります。ご理解とご支援を重ねてお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

2018 年度　寄附・賛助会員のお振込みについてのお願い
※2017年４月から入会いただきました会員各位は４月１日より新年度となります。お振込みをお願い致します。
※従前登録の会員各位につきましては、住所等の変更がなければお振込みのみでFAXは不要です。
※寄附・賛助会員は１年間有効です。財団の主要事業が年度の前半に集中します。
財団運営にご理解をいただき、2018年度会費につきましては7月末までにご入金いただきますと幸いです。：事務局



　本日は、私の研究、健康と運動というところを考えていきたい。
　私が一番に思う価値というのは、その人にやる気を起こさせる動機づけができ
るというところだった。どうすれば良いでしょうか。とらえ方としてやはり健康のために
運動は良いので是非運動をしましょう。と、提唱しても「やらない」・「続かない」で、ト
レーニングすればよいで終わってしまう。　今日一番伝えたいと（説明させてもらい
たいこと）は、健康のために運動は良いという発想から認識を変えた方が良いか
なという気がします。
　「楽しい運動」の副産物としての健康で、今後注意すべきはいかに楽しく運動
するか。今までの楽しい運動はどうするか。
　スポーツ界の人が今までいろいろ考えたことは大きいと思いますけれども、最近大学内にいるとスポーツ界の人よりももっと
フレキシブルにゲーム、そういうところに接してきた方が非常に楽しい運動とは何かを追及し始めている動きがある。そこで、
非常にすごいなと思うことはフレキシブルな既存のスポーツにとらわれない。そこが一番すごいなと思う。また、是非こういうの
を今のスポーツ界に取り入れるべきなんじゃないかと思う。例えば、超人スポーツ協会というのがある。ドラゴンボール、ます目
の上で、一番強い人が争う。カメハメハで出してやり合う。アレヤリタイメイトということで、こういうのを波動とかバーチャルリア
リティーの中で実際の映像の中に写し込むような技術があるんですけれども、はぁーとやったらそこから何か出るみたいな映
像。そういうのを実際に今の最新技術を使ってやるというスポーツも出てきている。一方で、車椅子というとやっぱり足腰が弱
いというイメージがすごく出てくるんだけれども、例えば超人スポーツ協会の考えでは、今まで車椅子を含めて人を支える道
具と言うのは、足りない部分を補ういう役割がすごく強い。今、こういう工学系の考えの中では、もう補うではなく強化しよう。更
に追加筋力に努力しよう。これ、私一番好きなんですけれども、車椅子は丸いタイヤが着いています。タイヤの回りに小さいタ
イヤが沢山ついていて、ドリフトができる。この車椅子、非常にかっこよいです。もう車椅子という感じではないです。ドリフトし
ながらいろんなところへ進んでいく。カーレーサーの方がデモしてるのを見たことがあるが、非常にかっこよくて、あ、こういうの
がこれからの多様性という社会の中で重要なのかなということで、これはスキーの方でも何かできないかなと考えています。
是非、水泳の方でも既存の枠にとらわれないで、たぶん水泳というのは非常に自然から何から全部いろいろもっている稀有
なスポーツの一つだろうと思いますので、是非にそのいろんな能力化したのを加えていただければ、スポーツ界全体として発
展していくんじゃないかと考えております。

　私のシンクロとの出会いは、幼少期母親が私に二つの習い事を勧めました。小学
校４年生の時にシンクロと社交ダンスを同時に始めさせられました。二つのことを同時
にやらせて、最終的にはこれがやりたいんだなと思わせられて京都踏泳会でシンクロ
を始めた。その時は非常に体が硬くて、このままではシンクロの選手としてやっていけ
ないということで、筋膜を切るという方法をとりました。当時、私の母親はある意味非常
に理解があって、病院には行ったんですけれどあなたがやりたいと思ったことに必要
だということであれば仕方ないというふうでした。その時に、井村先生に初めて「今や
らないでどうするの」。シンクロの選手をやりたいから柔らかくするという方法をとったと
怒鳴られました。

　現在、私も指導者として、何か怪我、事故があった時に、そのサポートの仕方が非常に難しいなというのが私自身親になって
思っています。あの時に母親がとった行動は、勿論非難はしましたが言われた言葉は「あなたは強くなりたいんでしょ」の一言で
終わりました。
　その後、小学校６年生で、井村シンクロに進級させてもらったので井村先生からの指導を直接受けるようになりました。
　新しい若い先生方に指導を受けてナショナルジュニアーが決まり、この頃から井村先生にべったり指導をうけることになりま
した。
　高校２年生の時　日本代表入り
　1991年　ジュニア世界選手権　「イタリア・サレム」ソロ・デュエットチーム優勝
　1996年　アトランタオリンピック初出場　メダルを持って帰る資格がない････井村先生の一言
　2000年　シドニーオリンピック　デュエット「銀」 チーム「銀」 これは、世界に一番近かった。会場がうなった空手の演技
　2004年　アテネオリンピック　21年間の集大成
　　　　　「闘志を見せてもらった。ありがとう。」･･･井村先生の一言　※言葉とは、人の心に一生刻まれるもの
　引退の覚悟：アメリカへ留学
　指導者になった自分への課題
　井村JAPANが一番変えたかったこと「選手の意識＝心の持ち方」「成功体験の重要性」
　現在はもうすでに東京オリンピックに向けて、大々的に変化があります。「選手の大型化」、「基礎トレーニングの見直し」、「新し
い演技の作成（選手の密度・速さ）」、「コーチの育成」等々です。
　わたしが一番皆さんからも勉強したいと思うことは、どんな言葉を使えば選手に伝わるか、選手の心に響くかという事をご指
導いただけたらと思います。 

2017 年度第４回シンポジウム5
吉岡　伸輔 先生 東京大学大学院総合文化研究科・准教授

宮川　美哉 ・旧姓立花 先生 シンクロ日本代表コーチ、井村シンクロ

2017 年 11 月 26 日 AM9:30 開会  名古屋・大須･ローズコートホテル
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　　　　　　　　　　委員長：菅原宣彦　　  　代　表：石井　宏・オリンピックメダリスト　　  　委　員：小沢　剛・共同通信社

　　　　　　　 宮島年夫、福田雅司・学識経験者　　  　磯部　正 、 高木克己・国際水泳殿堂入堂者選考委員

公益財団法人 国際水泳殿堂・アジア　　講演者・顕彰受賞者

　  宮下充正　　　   小沢　剛　　　　　　    宮下充正　　　   藤森善弘　　　   今井　 月
　  深代千代　　　   東島新次　　　　　　    石井　宏　　　   小池隆治　　　   池江瑠花子
　  清原伸彦　　　   菊浦祐介　　　　　　    武藤芳照・辞退　     加藤剛志　　　   板橋美波
　  吉岡伸輔　　　   宮川美哉　　　　　　    馬渕かの子　　　村上二三也　      長谷川涼香

2014年度
2015年度
2016年度
2017年度

基調講演　　　　 特別講演　　　　　　大賞・水泳特別賞　　 コーチ奨励賞　　  スイーマー奨励賞
敬称略

2 0 1 7

特別協賛　近藤産興株式会社　　　　　協賛　株式会社コパン　名古屋トヨペット株式会社　株式会社イーマックス　株式会社スウイズ

2017 年度 第 4 回受賞者

「シンポジウム」「会員懇親会」

代表理事挨拶 役員打ち合わせ収蔵品展示 懇親会

スイマー奨励賞
長 谷 川　涼 香　様
淑徳巣鴨高校・東京ドーム

日本水泳特別功労賞
馬 渕　か の 子　先生

J.S.S 宝塚

特別コーチ奨励賞
村 上　二 美 也　先生

ルネサンス亀戸



特別寄稿 №-2

国際水泳殿堂　首席名誉顧問
株式会社スウイズ 代表取締役

～水泳を愛し続けて70年～　

時代の流れの中でスイミングスクールの増設はことのほか順調に進む。
1980 年から 2010 年までの 20 年間の出来事を列記する。
　1980 年・モスクワオリンピック日本不参加　1981 年オリンピック不参加で世界大会・ハワイ視察･団長

　1981 年・国際水泳殿堂視察・運営資金協力を受ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1000 万円の要望に 3000 万円寄附、ミズノ、INAX、邦泳、ほか９社

　1982 年・国際水泳殿堂・理事就任、同年常務理事就任　  　　　　　　　　　　 　第 58 回インターカレッジ：瑞穂

　1984 年・ロスオリンピック応援視察団　11 社 18 名・団長

　1986 年・国際水泳殿堂 世界に殿堂ブランチ開設計画　　　　　　　　　　アジア　オーストラリア　ヨーロッパ地域

　1987 年・国際水泳殿堂　理事会・評議員会アジアに決定　　   1987 年・国際水泳殿堂副会長に就任

　1987 年・フィットネス産業協会設立：通産省　初代会長

　1988 年・ソウルオリンピック　100 背泳　鈴木大地優勝

　1988 年・日本スポーツ産業団体連合会設立　初代副理事長

　1989 年・仮称国際水泳殿堂・日本設立 3000 万円　　　　　　　  　　　準備委員　東京・岡田、名古屋・斎藤、大阪・寺尾

　1989 年・名古屋市レインボープール着工　　　　　　　　　　1991 年・名古屋市レインボープール　完成

　1991 年・愛知県教育委員会に財団設立申請　　　　　　　　　1992 年・財団法人愛知国際水泳殿堂設立認可　8・19

　1992 年・日本選手権、バルセロナオリンピック選考会　　4・16 レインボー　　　　　　　　　　　  愛知水泳連盟会長

　1992 年・バルセロナオリンピック　200 平泳ぎ　岩崎恭子優勝

　1994 年・第 49 回　わかしゃち国体・レインボー　9・3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 愛知水泳連盟会長

　1994 年・国際水泳殿堂・アジア展示場完成　グランドオープン　　　　　　　　　　　　　　　　 　   大会実行委員長

　1996 年・アトランタオリンピック　国際水泳殿堂役員として観戦

　1997 年・1997 年度 国際水泳殿堂入堂式典・名古屋　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　国際水泳殿堂副会長

　1999 年・国際水泳殿堂・アジア展示場　退館

　2000 年・シドニーオリンピック

　2000 年・愛知国際水泳殿堂・アジア　葉室会長辞任　　　　　　　　　　　　     　大沼、大谷常務理事　会長代行就任

　2001 年・愛知国際水泳殿堂・アジア　第６代会長に舎人常務理事就任

　2001 年から国際水泳殿堂サムエル会長と再建策協議　　　　　　　　 ハワイ、オーストラリア、サウジアラビアほか

　2004 年・アテネオリンピック　　　800 自由形　柴田亜衣優勝　　100、200 平泳ぎ　北島康介２種目優勝

　2008 年・北京オリンピック　　　　　　　　　　　　　　　　　   100、200 平泳ぎ　北島康介２種目優勝　

　2008 年・国際水泳連盟：ＦＩＮＡ　設立 100 周年記念会・アメリカ　　　　　　　　　　      　開催実行委員会副委員長

　2010 年・財団法人愛知国際水泳殿堂・アジアを公益財団へ準備　　　　　　　　　　　　　　内閣府・公益財団法人協会

　　　　　2000 年からの 10 年間の財団実績は会報の発刊、無料水泳教室、運営費は役員が分担し再建を目指した。

　2012 年・ロンドンオリンピック

　2012 年・公益財団法人への移行準備を本格化　　　　　　　　　　推進委員長に菅原理事、評議員会、理事会が一任

　2012 年・内閣府の指導の下、着実に準備を進める。　　 　　財団役員、関係者が全面的に協力、準備金 200 万を拠出

　2013 年・11 月 11 日午前 11 時 11 分 11 秒 内閣府に対し公益財団申請書　電子送信　  　　　　　　　　高木常務理事

　　　　　　　　　　　　公益財団法人認可決定は 2014 年 3 月末、長い４ヶ月となる。
　　　　　　　　　　　　世評は 98％無理との分析、３月　桜は咲くのか？　信じて待つ。　　　　　～次号に続く～

菅 原 宣 彦

～ご協力下さい～

大口寄附：収蔵品購入のため

人材を求めます：財団の運営事業の拡大、公益事業の推進のため

　　 2018 年 6 月 18 日 2017 年度第２回評議員会において、評議員が４年の任期を終え、任期満了となります。

　　 公益財団法人は、新評議員の選出を定款にのっとり進めております。
　　 自選、他薦を問いません。ご意志のある方、お問合せをお待ちします。本部、事務局までご連絡下さい。
　　 評議員推進担当 選考委員 菅原宣彦 090-8187-2891　FAX052-779-0010



第 94 回
第 18 回
第 58 回
第 86 回
第 94 回
第 73 回

日本選手権水泳競技大会   
アジア競技大会  
全国中学校体育大会・インターミドル  
全国高等学校学校体育大会・インターハイ  
日本学生選手権水泳競技大会・インターカレッジ  
 国民体育大会  

4 月 3 日
9月 18 日
8月 17 日
8月 17 日
9月 1日
9月 9日

8日
21 日
19 日
20 日
３日
11 日

東京・辰巳   
インドネシア・ジャカルタ 
岡山・倉敷 
愛知・三重 
東京・辰巳 
福井・敦賀

～
～
～
～
～
～

2018 年度 第１回理事会
第１回評議委員会
第２回理事会
第２回評議委員会

２０１８年　６月　２日（土）
２０１８年　６月１７日（日）
２０１８年　６月　２日（土）
２０１８年　６月１７日（日）

みのかめ
ローズコートホテル：評議員改選
みのかめ
ローズコートホテル

～2018 年度主要競技会日程～ 公益財団法人 日本水泳連盟

1

2
3

4

5
6
7

2018

2018

2018 年度　主要会議

2018.4.1 ～ 2019.3.31

2018.4.1 ～ 2019.3.31

2018 25 日
次報 No.13－107 に掲載　H・P 紹介

3 , 5 0 0 , 0 0 0
7 , 0 0 0 , 0 0 0
1 , 5 0 0 , 0 0 0

1 2 , 0 0 0 , 0 0 0

6 , 4 0 0 , 0 0 0
0

3 , 6 0 0 , 0 0 0

1 0 , 0 0 0 , 0 0 0

2 , 0 0 0 , 0 0 0

 5 月 27 日
11 月 23 日

No.13：6 月　No.14：10 月　No.15：2019 年 3 月

祭

C 沖縄７月開設を予定・展示物 Bの移設も考慮

7
8

推進委員会　　　　　　　　　　代表：奥田守男　　副代表：近藤克巳　　副代表：楠本賀章
委員：河合朗夫  足立陽二郎   林佳宏   石田真也   戸崎昇   瀧下正司   各務元基   渡辺玉枝   前野英樹   大石友美

編集委員会 委員長：磯部正　副委員長：川村俊五

公益財団法人設立以来、１２号の発刊となりました。皆様のご教示と共に、充実した会報作りに邁進してまいります。皆様のご投稿をお待ちしております。



2018
8

寄附金会員につきましては税の優遇措置、寄付金控除（所得控除）、寄附金特別控除（税額控除）があります。
内閣府からの税額控除の証明が必要の方はお申出下さい。

㈱ ス ウ イ ズ
山 下 一 平
三 輪 一 世
舎 人 経 昭
原　　　剛 毅
菅 原 三 郎
藤 城 誠 司
高 木 慎 司
寺 野 淳 一
衣 川 早 苗
㈱リライアンス
磯 部　　　正
田 中　　　孝
舎 人 経 昭
前 野 英 樹
㈱ マ ル ブ ン
岩 川 百 合
土 屋 和 子
吉　 本 　健一郎
磯 部 泰 久
川 口 宣 郎
舎 人 経 昭
山 本 信 一
内田島 　海　  子
山 本 信 次
吉      本     加代子

㈱ カ ワ イ 商 会
森 田 淳 吾
サンエイ工業 ㈱
内 山 隆 司
各 務　  　誠
藤 城 弘 幸
吉 村 貴 之
高     木      恵美子
勝 木 範 雄
衣 川 和 希
楠 本 賀 章
菅 原 宣 彦
伴 野 泰 申
舎 人 久 子
小久保     孝      樹
豊   福 真 基
牛 田   　 貢
牛 田   　 順
熊 谷   　 淳
鬼   頭 奈 美
伊 藤 　 　 隆
舎 人 久 子
近 藤 次 郎
中 込    　 修
（有）　辰     　巳
牛 田    　 貢

河 合 朗 夫
武 藤　  　桂
（学）　天 満 幼稚園
宇 都 宮 工 業 ㈱
牧 野 裕 一
藤 城 誠 司
瀧 下 正 司
高 木 愛 子
上 田 裕 彦
 ㈱クロスネットワーク
舎 人 経 昭
小久保   孝    樹
舎 人 久 子
匿 　 名
匿 　 名
杉 浦 敦 己
田 口 親 知
高 山 浩 明
松 尾    　 淳
岩 島 礼 子
上 里 修 司
匿 　 名
田 中 美 樹
宮 島 歳 夫
木 村    　 均
田 口 親 知

 ㈱イーマックス
武    藤    みなみ
（宗） 長 養 寺
桝 谷 善 行
川 西 博 三
吉 村 貴 之
高 木 克 己
松 本 博 明
（有）　辰 巳 機 工
 ㈱ コ    パ    ン
近 藤 成 章
武 藤 龍 司
奥 田 守 男
金 田 成 功
山 田 一 子
古 田    　 操
恩 田    　 守
高 山 亜 理
 ㈱カ ワ イ 商 会
石 田 和 子
小    泉 ゴーダム
馬    淵   かの子
高 田 勝 夫
高 山 浩 明
藤 井 康 寛
熊 谷    　 淳

武 藤 龍 治
村 松 聖 子
匿 　 名
政 年 伸 啓
岩 本 隆 治
瀧 下 正 司
高 木 慎 司
金 丸 昌 史
三 輪 祐 輔
名古屋トヨペット ㈱
 ㈱   コ    パ    ン
川 村 竣 五
シンポ参加有志一同
三 好 信 彦
菅   原    三次郎
塩    崎   けい子
高 木 安 美
大 矢 一 博
磯 部    　 正
竹 内 興 一
高 田 潮 美
立 花 美 哉
日 置 美 子
高 山 亜 理
（有）　エスプロ江南
熊 谷 直 行

中 津    　 啓
渡 辺 玉 枝
渡 辺 一 朗
国 枝 裕 一
加 賀 円 造
高 木 克 己
高    木    恵美子
飼 沼 新 治
稲 熊 厚 之
名古屋トヨペット ㈱
高 木 克 己
上 里 修 司
権 田    　一
匿 　 名
加 賀 円 造
菅 原    　一
清 水 勇 夫
吉   本    加代子
磯 部 民 久
竹 内 雅 巳
 ㈱   知 多 機 工
石 田 和 夫
村 瀬 富 彦
立 花 信 子
近 藤 清 彦
門　    祥 子


